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練馬区
ね り ま く

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（一部
い ち ぶ

改定
かいてい

）・第七期
だ い な な き

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第三期
だ い さ ん き

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

 

（素案
そ あ ん

）に寄せられた
よ     

意見
い け ん

と区
く

の 考
かんが

え方
かた

について 

１ 意見
い け ん

の受付
うけつけ

について 

 ⑴ 意見
い け ん

を募集
ぼしゅう

した期間
き か ん

 

  令和
れ い わ

５年
ねん

12月
がつ

11日
にち

（月
げつ

）から令和
れ い わ

６年
ねん

１月
がつ

15日
にち

（月
げつ

）まで 

⑵ 子ども
こ   

から寄せられた
よ     

意見数
い け ん す う

 

   意見数
い け ん す う

 32件
けん

（22名
めい

） 

  

２ 子
こ

どもから寄
よ

せられた意見
い け ん

と区
く

の 考
かんが

え方
かた

 

  対応
たいおう

区分
く ぶ ん

の種類
しゅるい

 

  ◎ 意見
い け ん

の趣旨
し ゅ し

を踏まえ
ふ   

計画
けいかく

に反映
はんえい

するもの 

  〇 素案
そ あ ん

に趣旨
し ゅ し

を反映
はんえい

しているもの 

  □ 素案
そ あ ん

に記載
き さ い

はないが事業
じぎょう

等
とう

において既
すで

に実施
じ っ し

しているもの 

  △ 事業
じぎょう

等
とう

を実施
じ っ し

する際
さい

に検討
けんとう

するもの 

  ※ 趣旨
し ゅ し

を反映
はんえい

できないもの 

  ― その他
  た

、上記
じょうき

以外
い が い

のもの 
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№ 意見
い け ん

の要
よう

旨
し

 区
く

の 考
かんが

え方
かた

 対応
たいおう

区分
く ぶ ん

 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

計画
けいかく

素
そ

案
あん

に関
かん

すること 

1 
まず 障 害 者

しょうがいしゃ

という呼
よ

び名
な

を

やめたほうがいいと思
おも

います。

障 害
しょうがい

者
しゃ

と 扱
あつか

うのではなく個
こ

性
せい

豊
ゆた

かな人
ひと

としてみるべきでは

ないのでしょうか。個
こ

性
せい

豊
ゆた

かな

人
ひと

の中
なか

には普
ふ

通
つう

の人間
にんげん

として

扱
あつか

って欲
ほ

しい人
ひと

もいると思
おも

い

ます。だから、そのような人
ひと

は

支
し

援
えん

が必要
ひつよう

な人
ひと

と定
てい

義
ぎ

するの

は良
よ

くないと思
おも

います。 

 練
ねり

馬
ま

区
く

では 障 害
しょうがい

のある人
ひと

ない

人
ひと

ではなく、みんながお互
たが

いのこ

とを大切
たいせつ

にし、認
みと

め合
あ

う社会
しゃかい

をめ

ざしています。 障 害 者
しょうがいしゃ

という

表 現
ひょうげん

は 障 害 者
しょうがいしゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の中
なか

の 考
かんが

え方
かた

をもとにしています。 
― 

２ 
職場
しょくば

見学
けんがく

や体験
たいけん

をたくさん

して、お仕
し

事
ごと

していきたい。 

 働
はたら

くための 準
じゅん

備
び

や、相
そう

談
だん

を受
う

けているレインボーワークでは、

働
はたら

くことのできる職場
しょくば

をふやす

取組
とりくみ

をしています。また、 就 職
しゅうしょく

後
ご

、職場
しょくば

やご本人
ほんにん

の相談
そうだん

にのるな

どして、 働
はたら

き続
つづ

けるためのお手
て

伝
つだ

いもしています。みなさんが自
じ

分
ぶん

に合
あ

う仕
し

事
ごと

について 働
はたら

くこと

ができるよう、応援
おうえん

しています。 

〇 

３ 
自
じ

分
ぶん

のペースに合
あ

わせて

勉 強
べんきょう

を教
おし

えてくれることころ

があるといい。 

 一人
ひ と り

ひとりに合
あ

わせて 勉 強
べんきょう

を

教
おし

えてもらえるように学校
がっこう

の先生
せんせい

たちに 働
はたら

きかけていきます。困
こま

った時
とき

は先生
せんせい

に相談
そうだん

してくださ

い。 

△ 

４ 
車
くるま

椅子
い す

がガタガタする道
みち

が

ある。 

 皆
みな

さんが安全
あんぜん

に、安心
あんしん

して道
どう

路
ろ

を利
り

用
よう

できるように、 日 常
にちじょう

的
てき

に

道
どう

路
ろ

を管
かん

理
り

しています。ガタガタ
が た が た

するなど、気
き

が付
つ

いた場所
ば し ょ

があり

ましたら、区
く

役所
やくしょ

まで連絡
れんらく

してく

ださい。 

□ 
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５ 
西
せい

武
ぶ

新
しん

宿
じゅく

線
せん

は踏
ふみ

切
きり

がしまっ

てしまうとなかなか開
あ

かない。

長
なが

い。学
がっ

校
こう

にも遅
おく

れそうにな

る。渡
わた

りやすくしてほしい。 

 線
せん

路
ろ

を上
うえ

にあげて、複
ふく

数
すう

の踏
ふみ

切
きり

を同
どう

時
じ

になくす事
じ

業
ぎょう

や駅のバリ

アフリーに取
と

り組
く

んでいます。 
〇 

６ 
西
せい

武
ぶ

新
しん

宿
じゅく

線
せん

は踏
ふみ

切
きり

がしまっ

てしまうとなかなか開
あ

かない。

不
ふ

便
べん

。駅
えき

の階段
かいだん

も多
おお

く使
つか

い

勝手
か っ て

が悪
わる

いと思
おも

う。 

 線
せん

路
ろ

を上
うえ

にあげて、複
ふく

数
すう

の踏
ふみ

切
きり

を同
どう

時
じ

になくす事
じ

業
ぎょう

や駅のバリ

アフリーに取
と

り組
く

んでいます。 
〇 

７ 
電車
でんしゃ

の車
しゃ

両
りょう

１ 両
りょう

が優
ゆう

先
せん

席
せき

になっているといいと思
おも

う。西
せい

武
ぶ

線
せん

に 話
はなし

をしてほしい。 

 いただいた意
い

見
けん

を西
せい

武
ぶ

鉄
てつ

道
どう

にお

伝
つた

えします。 ― 

８ 
お寺

てら

は階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

く

初 詣
はつもうで

が大変
たいへん

だった。 

練馬区
ね り ま く

ではお店
みせ

や病院などのバ

リアフリーに取
と

り組
く

んでいます。

多
おお

くの方
かた

が安全
あんぜん

にお参
まい

りできるよ

う、お寺
てら

などの 改 修
かいしゅう

等
など

の相談
そうだん

が

あった場
ば

合
あい

は、バリアフリーに

配慮
はいりょ

いただけるようお 話
はなし

しま

す。 

〇 

９ 
バリアフリー
ば り あ ふ り ー

でお参
まい

りできる

ようにしてほしい。 

〇 

10 
エレベーターが足

た

りない。  条 例
じょうれい

で定
さだ

められた使
つか

いかた

（高齢
こうれい

者
しゃ

や 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の方
かた

が多
おお

く利
り

用
よう

する施
し

設
せつ

や多
おお

くの人
ひと

が利
り

用
よう

する

施設
し せ つ

など）の建物
たてもの

を 新
あたら

しく作
つく

る

ときなど、基
き

準
じゅん

にそったエレベ

ーターや大
おお

きめのエレベーターを

付
つ

けるよう指
し

導
どう

しています。使
つか

い

やすい建物
たてもの

がふえるよう、エレベ

ーターの設
せっ

置
ち

については、引
ひ

き続
つづ

き指
し

導
どう

や 働
はたら

きかけを 行
おこな

います。 

〇 

11 
野
や

球
きゅう

やラケットベースと

か、もっといろいろなスポーツ

ができるといい。 

区
く

では、様々
さまざま

なスポーツ 教 室
きょうしつ

やスポーツイベントを開催
かいさい

してい

ます。 興
きょう

味
み

があるスポーツがあ

ったら参
さん

加
か

してみてください。 

□ 

12 
支
し

援
えん

学 級
がっきゅう

の大学
だいがく

版
ばん

を作
つく

って

ほしい。専門
せんもん

の 勉 強
べんきょう

をした

学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

後
ご

も学
まな

びつづけるこ

とは大切
たいせつ

なことだと思
おも

います。区
く 〇 
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い。 に学校
がっこう

を作
つく

ることは 難
むずか

しいです

が、学
まな

びつづけることができる仕
し

組
く

みを 考
かんが

えていきます。 

13 
近
ちか

くに公園
こうえん

が欲
ほ

しい、（ 障
しょう

害
がい

の有無
う む

に関係
かんけい

なく誰
だれ

もが）

遊
あそ

べるところがほしい。 

区
く

ではこれからも計画
けいかく

的
てき

に公園
こうえん

をふやしていきます。 

公園
こうえん

を作
つく

る時
とき

には、 障
しょう

害
がい

のあ

る人
ひと

も、 障
しょう

害
がい

のない人
ひと

も皆
みな

さん

が一緒
いっしょ

に遊
あそ

び楽
たの

しめる公園
こうえん

となる

よう、地
ち

域
いき

の皆
みな

さんの意
い

見
けん

を聴
き

き

ながら計画
けいかく

を 考
かんが

えていきます。

公園
こうえん

についてのアンケート
あ ん け ー と

や説明
せつめい

会
かい

のお知
し

らせが届
とど

いた時
とき

には、ぜ

ひご意
い

見
けん

を聴
き

かせてください。 

△ 

14 
高校
こうこう

卒 業
そつぎょう

後
ご

ももっと 勉 強
べんきょう

したい！  

学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

後
ご

も学
まな

びつづけるこ

とは大切
たいせつ

なことだと思
おも

います。学
まな

びつづけることができる仕
し

組
くみ

みを

考
かんが

えていきます。仕組
し く

みを 考
かんが

え

ていくことについて、よりわかり

やすくなるよう、 文 章
ぶんしょう

を直
なお

しま

す。 

◎ 

15 
歌
うた

や音楽
おんがく

を披
ひ

露
ろう

できる場
ば

がふ

えるといい。 

 区
く

では、誰
だれ

もが気
き

軽
がる

に楽
たの

しめる

ような音楽
おんがく

イベントをやっていま

す。今
こん

後
ご

、イベントの企
き

画
かく

の中
なか

で

ふさわしいものがあれば、 発 表
はっぴょう

できるよう 考
かんが

えていきます。 

 

△ 

16 
ピアノをいろいろな人

ひと

に聴
き

い

てもらえるような場所
ば し ょ

があると

いい 

区
く

では、誰
だれ

もが気
き

軽
がる

に楽
たの

しめるよ

うな音楽
おんがく

イベントをやっていま

す。今
こん

後
ご

、イベントの企
き

画
かく

の中
なか

で

ふさわしいものがあれば、 発 表
はっぴょう

できるよう 考
かんが

えていきます。 

△ 

17 
音楽
おんがく

や美
び

術
じゅつ

など成
せい

果
か

を発
はっ

揮
き

できる場
ば

があるといい。 発 表
はっぴょう

できるといい。 

 区
く

では、誰
だれ

もが気
き

軽
がる

に楽
たの

しめる

ような音楽
おんがく

イベントをやっていま

す。今
こん

後
ご

、イベントの企
き

画
かく

の中
なか

で

□ 
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ふさわしいものがあれば、 発 表
はっぴょう

できるよう 考
かんが

えていきます。 

 また、美
び

術
じゅつ

館
かん

では、 小
しょう

学
がっ

校
こう

連
れん

合
ごう

図
ず

工
こう

展
てん

、 中
ちゅう

学校
がっこう

生
せい

徒
と

作品
さくひん

展
てん

を

開
かい

催
さい

しているほか、練
ねり

馬
ま

区
く

民
みん

美
び

術
じゅつ

展
てん

や手
しゅ

工
こう

芸
げい

公
こう

募
ぼ

展
てん

に参
さん

加
か

でき

ますので、ぜひご応
おう

募
ぼ

してくださ

い。 

18 
放
ほう

課
か

後
ご

デイサービスに専門
せんもん

の

先生
せんせい

が来
き

て美
び

術
じゅつ

や音楽
おんがく

を教
おし

え

てほしい。 

 音楽
おんがく

などの好
す

きなこと、やりた

いことができる機
き

会
かい

がふえるよう

に、放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスへの支
し

援
えん

を続
つづ

けていきます。 

□ 

19 
楽
がっ

器
き

や音楽
おんがく

が好
す

き。もっと楽
たの

しみたい。 

 音楽
おんがく

などの好
す

きなこと、やりた

いことができる機
き

会
かい

がふえるよう

に、放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスへの支
し

援
えん

を続
つづ

けていきます。 

□ 

20 
福
ふく

井
い

県
けん

の美
び

術 館
じゅつかん

では 恐 竜
きょうりゅう

が見
み

られる。練
ねり

馬
ま

区
く

の美
び

術
じゅつ

館
かん

でも 恐 竜
きょうりゅう

が見
み

られるイベント

をしてほしい。 

 福
ふく

井
い

県
けん

は、 恐 竜
きょうりゅう

の化
か

石
せき

がたく

さん発掘
はっくつ

されているため博
はく

物
ぶつ

館
かん

で

見
み

られます。練
ねり

馬
ま

区
く

の美
び

術
じゅつ

館
かん

で

同
おな

じように 恐 竜
きょうりゅう

を展
てん

示
じ

すること

は 難
むずか

しいですが、練
ねり

馬
ま

の地
ち

域
いき

の

特性
とくせい

を 紹
しょう

介
かい

する楽
たの

しいイベント

をこれからも企
き

画
かく

していきます。 

△ 

その他
ほか

のこと 

21 
練
ねり

馬
ま

は野
や

菜
さい

をたくさん育
そだ

てて

いる。特別
とくべつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

でも野
や

菜
さい

を作
つく

っている。(学校
がっこう

やみんな

が)作
つく

った野
や

菜
さい

を販売
はんばい

できる

場所
ば し ょ

をふやしてほしい。 

 ある特別
とくべつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

では、自
じ

分
ぶん

た

ちで作
つく

った野
や

菜
さい

を 10月
がつ

の練
ねり

馬
ま

ま

つりで売
う

っています。また、部
ぶ

活動
かつどう

で作
つく

った野
や

菜
さい

を 障 害
しょうがい

者
しゃ

事
じ

業 所
ぎょうしょ

にお願
ねが

いして売
う

ってもらっ

ている 中 学 校
ちゅうがっこう

もあります。 

 頑張
が ん ば

って作
つく

った野
や

菜
さい

が売
う

れるの

は嬉
うれ

しいものです。ぜひ、友
とも

だち

や先生
せんせい

に相談
そうだん

してみてください。 

― 
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22 
社会
しゃかい

の 授 業
じゅぎょう

が好
す

き。練
ねり

馬
ま

の

歴
れき

史
し

をもっと詳
くわ

しく 勉 強
べんきょう

でき

るといい。 

練
ねり

馬
ま

区
く

の学校
がっこう

では、 小
しょう

学校
がっこう

３

年生
ねんせい

の社会
しゃかい

の 学 習
がくしゅう

で練
ねり

馬
ま

区
く

につ

いて 学 習
がくしゅう

しています。他
ほか

にも、

道徳
どうとく

や総合的
そうごうてき

な 学 習
がくしゅう

の時
じ

間
かん

で

学 習
がくしゅう

しますがぜひ学校
がっこう

の 授 業
じゅぎょう

以
い

外
がい

でも練
ねり

馬
ま

について調
しら

べてくれる

とうれしいです。 教 育
きょういく

委
い

員会
いんかい

で

は、みなさんが詳
くわ

しく学
まな

べるよう

先生
せんせい

たちへの 研 修
けんしゅう

を 行
おこな

っていま

す。 

□ 

23 
パン作

づく

りができるようになり

たい 

パン作
づく

りはやっていませんが、

お菓
か

子
し

作
づく

りやクッキングをやって

いる児
じ

童館
どうかん

があります。近
ちか

くの児
じ

童館
どうかん

に聞
き

いてみてください。 

□ 

24 
お料理

りょうり

を教
おし

えてもらえる場所
ば し ょ

があるといい 

お菓子
か し

作
づく

りやクッキングをやっ

ている児
じ

童
どう

館
かん

があります。近
ちか

くの

児
じ

童館
どうかん

に聞
き

いてみてください。 

□ 

25 
練
ねり

馬
ま

区
く

に住
す

んでいてよかっ

た. 

 これからも練
ねり

馬
ま

区
く

に住
す

んでいて

よかったと思
おも

い続
つづ

けてもらえるよ

うに、区
く

の人
ひと

や地
ち

域
いき

の人
ひと

と 力
ちから

を

合
あ

わせてこれからも頑
がん

張
ば

っていき

ます。 

― 

26 
給 食
きゅうしょく

の 量
りょう

をふやしてほし

い。足
た

りない。 

 成 長
せいちょう

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

を確
かく

保
ほ

でき

るよう決
き

まりにそって、生
せい

徒
と

の

体格
たいかく

から 給 食
きゅうしょく

の献立
こんだて

を決
き

めてい

ます。大
だい

事
じ

な栄
えい

養
よう

を満
み

たす献立
こんだて

に

なっています。 

□ 

27 
給
きゅう

食
しょく

のメニューは 魚
さかな

が多
おお

いから麺
めん

もふやしてほしい。 

 給
きゅう

食
しょく

のメニューは、成
せい

長
ちょう

期
き

に必要
ひつよう

な栄養
えいよう

を取
と

れるように特定
とくてい

のメニューを減
へ

らしたりふやした

りせず、バランスのとれた献立
こんだて

に

しています。 

□ 

28 
学校
がっこう

でおやつタイムがあると

いい。学校
がっこう

が終
お

わってから部
ぶ

活
かつ

 学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

で必
ひつ

要
よう

な栄養
えいよう

が取
と

れ

ようにしています。そのため、お
□ 
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をして帰
かえ

るまでにお腹
なか

がすいて

しまう。 

やつの 提 供
ていきょう

は 考
かんが

えていません。 

29 
カリカリ梅

うめ

ご飯
はん

は混
ま

ぜずにト

ッピングにしてほしい。 

 各
かく

学
がっ

校
こう

によって、メニューや提
てい

供
きょう

の仕
し

方
かた

は様々
さまざま

です。トッピン

グについては、学
がっ

校
こう

へ相談
そうだん

してみ

てください。 

□ 

30 
練
ねり

馬
ま

区
く

内
ない

にもっと映
ば

えスポッ

トがふえるといい 

 楽
たの

しく写
しゃ

真
しん

が撮
と

れる場
ば

所
しょ

がふえ

るように 考
かんが

えます。 
△ 

31 
夏
なつ

休
やす

みをふやしてほしい。秋
あき

休
やす

みがあるといい。 

国
くに

が 小
しょう

学
がっ

校
こう

や 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

などそれ

ぞれの学校
がっこう

で学
がく

習
しゅう

する内
ない

容
よう

や授
じゅ

業
ぎょう

する時
じ

間
かん

数
すう

を定
さだ

めています。

それに合
あ

わせて、練
ねり

馬
ま

区
く

では授
じゅ

業
ぎょう

日
び

や夏
なつ

休
やす

み、冬
ふゆ

休
やす

みなどの期
き

間
かん

を決
き

め、バランスよく配
はい

置
ち

して

います。それぞれの学
がっ

校
こう

では、そ

の時
じ

間
かん

数
すう

に合
あ

わせて、みなさんが

勉
べん

強
きょう

しなくてはいけないことの

計
けい

画
かく

を立
た

てて先生
せんせい

が教
おし

えていま

す。学
がく

習
しゅう

時
じ

間
かん

と休
やす

みのバランス
ば ら ん す

を 考
かんが

え、練
ねり

馬
ま

区
く

では今
いま

の 形
かたち

で

行
おこな

っています。 

□ 

32 
みどりバス（保

ほう

谷
や

ルート
る ー と

）の

本
ほん

数
すう

をふやしてほしい。通
つう

学
がく

に

合
あわ

せた時
じ

間
かん

に本
ほん

数
すう

がふえるとい

い。 

 保
ほう

谷
や

ルートの本
ほん

数
すう

をふやしてほ

しいと、練
ねり

馬
ま

区
く

からもバス会
がい

社
しゃ

に

お願
ねが

いしています。バス
ば す

会
がい

社
しゃ

から

は、運
うん

転
てん

手
しゅ

をふやすことが 難
むずか

し

いので、バスの本数
ほんすう

をふやすこと

は 難
むずか

しいと聞
き

いています。これ

からも、バス会
がい

社
しゃ

と 話
はなし

を続
つづ

けて

いきます。 

― 

 


